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「ツベ ル クリン」反慮 ハ通 常結核 感染 ノ存否 ｡或

ノ・結核 症 ノ活働 性或 ・・加 療 ノ要、不 要 ヲ決 定 ス

ル場合 ニ用 ヒラレテ來 タ｡感 染存否 ノ決 定 ノ場

合 ニハ理論上反磨 ノ特殊 性 ガ問題 トナ リ、加 療

ノ必要 ラ知 ラウ トスルニ當 テハ、・膿内病髪 ノ活

働 性 力皮 膚 ノ 「ツベル ク リン・ア レルギー」二立立

行 スルモ ノ ト云 フ假 定 ノ下 二行バ レル、 前者 ニ

於 テハ反慮 ノ陰性｡陽 性 ラ定 メレバ ヨイ｡後 者

ニ在 テノ・陽性度 ノ強 サ ト其性状 トテ観 ナケ レバ

ナ ラナ ィ｡

反 慮 ノ陰陽 ニハ其境界 ガ在 ル筈 デアル｡古 クハ

2粍 テ境 トシタコ トカアツタガ、現今 デハ5、

或 ・・7、或 ハ10粍 テ以 テ嘔別 シテ居 ル｡Pirquet

氏 皮膚 反癒 デモ、Mantoux氏 皮 内反磨 デモ同

様 デアル｡Pirquet氏 反 慮 デノ・現今大盟5粍 力

探用 サ レテ居 ルガ、Mantoux氏 反 慮 デハ必 シ

モー致 シテ居 ナ ィ｡此 際何 ガ5、7乃 至10粍 デ

ァルヵ ト云 フニ通 常登 赤 ノ廣 サラ測 ツテ居 ル ノ

デアル ガ、時 トシテ浸潤 ガ考慮 二容 レラ レテ居

ル｡此 反慮 ノ讃 ミ方ハ甚 ダ常識 的 デア リ、且一

目瞭然 ノ様 ニ考 ヘ ラ レルガ、陰陽 ノ限界 二關 シ、

或 ハ甚 シク強度 ナ反 慮 ラ得 タ場 合 ノ質疑 ニ答 ヘ

ル ニ當 リ、 我々ハ何 力不用 意 ナモ ノテ感 ズル｡

其 原因 ハ、一 ニハ此反磨 ノ特殊性 ノ問題 デ アリ、

ニ ニハ我 々 ガ此反癒 ノ現 ハ レ方 ノ観察 ガ平素粗

難i二流 レテ居 ル カラニ外 ナ ラナ ィ｡

此 雨者 ハ同時 ニ解決 サ レ子バ ナラヌモ ノ・様 二

見 エル｡根 本的解決 ニハ然 カアル可 キデアル｡

特 殊性 ノ問題 ハPirquet以 後 今 日ニ至 ル迄極

メテ多撒 ノ業績 ガア リ、Zielerノ 如 キ特殊性 ナ

リ ト断 定 スルモ ノカラ、Blumenbergノ 如 ク、

其特殊 性 ラ全然 否認 スル モ ノニ至ル マデ多様 ナ

意見 ガ懐 ヵ レテ居 ル｡余 等 ・・特殊性 ノ問題 二關

係 ナ シニ、 「ツベル クリン」反慮 ノ皮膚 ニ現 ノ、レ

ル症状 テ 臨躰的 一客観 的 二観 察 シヨウ ト試 ミ

タ｡其 目的 ニハ量的 二自由 二取扱 ヒ得｡且 反慮

ノ観察 ガ最 モ容 易 デアル所 ノ皮 内反慮法 テ選 ン

グ｡

1材 料及 ビ方法

A材 料

東京市i療養所入所 中 ノ患者 ノ「ツベ ル クリン」反

慮 テ調査 スル必要 ガアツタ ノ気 其機會 二局所

反慮 ノ欺態 ヲ計測 シタ.從 テ1名 ラ除 ク他 ・・何

レモ肺結核症 デアル｡此1名 ノ・16歳 ノ見童 デ

アツテAbsoluteAnergieデ アルカ、positive

Anergieデ アル カラ未 ダ決 シ得 ナイ｡

本統 計 ニ使 用 シタノノ・総数1069例 デ アル｡年 齢

ノ・7-69歳 間 デ、20-30歳 間 ガ 最 モ 多敷 テ占

メテ居ル｡男813例 、女256例 、病症 ハ「レント

ゲ ン」 寡眞 デ肺 尖部 ノミニ病竈 テ見 ル最輕症 カ

ラ、死 直前 ニ至 ル最重症者 ニ亙 ツテ居ル｡是 等

ノ詳細 ナ撒 字ノ・報 告其 二以下 二記 述 スル｡

時季 ハ昭和7年1月 下旬 カラ同年5月 上旬 二及

ンデ居ル｡

B方 法

傳染 病研 究所 製薔 「ツベ ルク リン」テ使 用 シ、
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Bandelieru.Roepke氏 等 二從 テ、2000倍 溶

液0.1琵 テ前謄 内側皮 内ニ注射 シタ｡大 多撒 ハ

左前膳 テ用 ヒタガ、病床 ノ都合其他 デ右側 二行

タモ ノモ アル｡2000倍 溶 液 テ用 ヒタ理 由・・學術

的根慷 カ ラデナ ク、從來余等 ガ此倍撒稀繹 テ使

用 シ來 テ居 ル ノデ、夫 レト比較 スル ノニ便_シ

タ ノデアル｡稀 繹 ハ石炭酸 ヲ加 ヘナ イ滅 菌食盤

水 ラ用 ヒ、稀程 後 コ ・ホ氏蒸氣滅 菌釜 デ30分 間

滅菌 シ、氷室 内ニ貯藏 シタ.通 常稀繹 當 日使用

シタガ、1週 間以上放置 シタ事 ハナイ｡

注 射器具 ハ使用後 流水 デ充分 洗條 シ、蒸氣滅菌

シタ後乾 燥 シタ｡乾 燥不 充分 ナモノノ・使用稀繹

液 デ更 ニ洗條 シタ｡

観 察 ノ時間 ・・24、48,72時 間 ノ3同 行 ツタ｡

注 射後｡注 射部位 ニノ・何等 ノ庭置 モ行 ハズ｡唯

24時 間 以後反慮 ノ強 イモ ノ、痒 痛感 ノ多 イモ ノ

等 ニハ該部位 ニ滅菌乾 「ガー ゼ」テ覆 ヒ繍帯 ヲ施

シタ｡観 察時、局所 ニノ・豫 メ全然鯛 レヌ様 ニシ

タ｡摩 擦、加温等 テ行 ヘバ巖赤 ガ著 明 トナル代

リニ種 々ナル誤 リラ醸iシ易 イカ ラデアル｡

計 測 ニハ1/2粍 二切 ツテアル｡長 サ6糎 ノ金属

製Kaliberstabラ 用 ヒタ.

II記 載

余等 ノ行 ツタ記載 ノ詳細 ハ報告其ニ ニ述 ベル｡

今 同バー般 二磨用 シ得 ル計測記載 法 テ求 メ ヨウ

トスルニ アル ノデ略述 ニ止 メル｡

皮 内、皮膚 何 レニ シテモ、 「ツベル ク リン」ノ皮

膚 局所反 癒ノ・臨躰 的 二登赤、腫脹、硬結 ノ三種

ノ憂 化 ノ集 リデアル｡登 赤 ハ充血 デアリ、腫脹

ノ・浮腫 テ主 トシ、之 レニ細胞浸潤 ノ加 ハ ツタモ

ノデ アリ、硬結 ノ・細胞浸潤 デアル｡登 赤 ノ・肉眼

的 二観察 シ得 ラ レ、腫脹 ハ 覗診 及 ビ鰯診 ニ依

リ、其硬度 デ知 ル｡硬 結 ハ鯛診 デ知 ル｡細 胞浸

潤 ガ甚 ダ輕度 デアツテ浮腫 ト匠別 シ得 ナイ揚合

ニノ、、臨躰的 ニ無 シ トシタ｡故 二硬結無 シ トシ

タ ノカ組織學的 二無 イ意味 デノ・無 イ｡

此 他 二術陥件 シテ來 ル現象 ハ水泡形成、 出血、

壌死、Zyonose,細 胞 浸潤部 ノ貧血、 水泡或 ノ・

壌死部 ノ痂皮形成、治癒後 ノ癩痕又 ハ色素斑遺

残 デアル｡是 等随件現 象二就 テノ・今同 ハ全 ク省

略 スル｡

登 赤 ノ強 サバ局所 ニ於 テー様 デナイガ、計測 ニ

當 テ注意 シタ ノハ全登赤部 ノ中央部 二特 二、明

カニ更 二登赤 ノ強 イ所 ガアル｡之 レテ余 等 ハ假

リニ「二重登赤」トシ、然 ラザルモ ノテ 「一重登

赤」 トシテ分 ケテ見 タ.二 重登赤 ノ場 合内部登

赤縁 ・・比較的計測 シ易 イガ、 外部叢赤縁 テ的確

二定 メル コ トノ・困難 デ アル｡故 ニ何 レノ場合 ニ

モ登 赤 ガ著 明 ナ部分 ノ直脛 ラ測 ル コ トニシタ｡

之 レニ豫 ル ト登赤邊縁 ガ比較的載然 トシテ居 ル

場合 デモ約1粍 内輪 トナ リ、然 ラザ ル場 合 ニハ

通常2粍 内輪 トナル｡邊 縁 ガ模糊 トシテ居ル時

ニノ・其移行 ノ幅 員ニ依 テ5-15粍 内輪 トナル ノ

ハ止 ムテ得 ナ イ｡然 シ誤差 ガ2粍 ヲ越 エル様 ナ

場合 ハ反鷹域 ガ廣汎 ナノデ、統 計的取扱 ヒ ノ上

ニハ大 ナル支障 テ來 タサナ イ｡二 重登赤 ノ計撒

ハ今 同ノ・内部登赤 ノ ミノ表示 二止 メ、外部登赤

ニ就 テハ今後 ノ報告 ニ記載 スル｡

浮 腫 ノ副測 ハ困難 デアル｡其 ノ厚 サニ至 テ・・殆

ド不 可能 デアル｡俘 腫 ノ限界 テ定 メル事 ハ出來

ナイ ノガ本 當 デアル｡故 二顯著 ナ部分 丈 ケラ、

極 ク大膿計 ツテ ミタ｡即 大膿皮膚腫脹 ノ明 カナ

部 分 デアル｡俘 腫 ノ消長 ハ螢赤 二比 シテ甚 ダ時

間的髪動 ガ大 キイ｡然 シ存否ハ絵程輕微 ナ場 合

ラ除 イテ見誤 ル コ トハ ナイ｡

硬 結 樋 常細胞浸潤 ト云 ツテ居ル)ハ 鰯診 デノ・ア

ルガ登 赤 ヨリモ測 リヨイ｡2粍 以 内 ノ誤差 ト考

ヘ ラレル｡硬 結 ノ邊縁 ノ性歌 ハ、其全周 ガ必 シ

モー様 デナ イ｡一 方 ガ 可 ナ リ鋭 ク界 サ レテ居

テ、他方 ガ 移行的硬度 テ示 スモ ノガ 多数 デ ア

ル｡表 面 カラ見ル ト硬結部 ノ表 面 ノ・平 ラデア

ル｡硬 結 ラ鰯 レ難 イ様 ナモ ノデハ中心部 ガ緩 ヤ

カニ凸出 シテ居 ル｡水 泡、壌 死、 貧血、 出血等

ノ・此硬結部 内ニ起 ル｡故 ニ硬 結 ラ鯛 レ難 イ揚合

ニハ斯様 ナ随件現象 テ起 ス コ トガ少 イ(第 一圖

参照)｡

計 測 ノ・縦横 ノ直径 テ測 ツタ｡

m成 績
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第 圖 第 一 表C
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Mantoux氏 皮 内反 慮 ノ測定 ハ現今48時 間 目ニ

行 フコ トニナ ツテ居 ル｡反 慮 ノ種類 テ(護 赤+

浮 腫+硬 ㈲ 、(護 赤+俘 腫)、(號 赤+硬 結)、

(浮腫+硬 結)、 叢 赤 ノミ、浮腫 ノミ、硬 結 ノミ

ノ7群 ニ分 ケテ21、48、72ノ 各 時刻 二於 ケル割

合 テ観 ル ト第一 表 ノ様 ニナル｡

第 一 表A
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第一表B/2(%)

ll訳
24

48

72

R十 〇十1

31.5

75.0

69.6

R十 〇

68.5

36.2

29.5

R十1 O十1

0.7 0.1

1.4 0.5

反慮 ノ強弱、経過 ヲ度外覗 シテ、 出

現 ノミテ観 ルレト、

93310081001

ノ如 キ列 テナ シ、中央即48時 間 ニ幾

分 多 イガ、其前後 トノ差 ハ1%内 外

デアルカラ、大膿 同 ジ ト観 テ ヨ イ｡

登 赤 ノ出方 テ観 ル ト

923999989

デ ア ッテ、 之 レモ大差 ガナ イ｡

浮 腫 ノ現 ハ レテ見 ルー 俘 腫 ノ存在 スルレモノハ

886972944

デ アツテ、48時 間 ト其前後 トノ攣動 ガ3-9.7

%デ ア リ、浮腫 ノ認 メ難 イモ ノハ

1073657

デ ア ツテ、何 レニ於 テモ 浮腫 ガ48時 間 二最 モ

多 イコ トテ示 シテ居 ル｡

硬 結 ハ襲赤、浮腫 ニ比 シテ其現 ハ レ方 ニ特徴 カ

アル｡存 在 スルモ ノハ

272656668

ノ序 列 ヲナ シ、 鯛 レ難 イモ 生ハ

721352333

ノ敷 字 テ示 シテ居 ル｡即24時 間 ト48時 間 トノ

間 ノ攣動 ガ大 キ ク、48時 間以後 ノ攣動 ハ僅 少 デ

アル｡即 細胞浸潤 ガ顯 著 トナル様 ナ場合 ニハ48

時 間 目ニハ其殆 ン ド全部 ニ現 ハ レテ シマ フ、其

後 モ幾分増 シテ行 ク、 自口遅 レテ反慮 スルモ ノガ

ァル カ其撒 ハ僅 カデ アル｡

第 一表(A)及(B/2)ニ 就 テ観 ルニ24時 間 二

(登赤+浮 腫 ルノ群 二在 タモ ノガ、48時 間 目ニハ

硬結 テ加 ヘル爲 メ、其激 ガ著 シク減少 スル｡即

く護赤+浮 腫+硬 結)群 ト(登 赤+俘 腫)群 トノ割

合 ・・24時 間 ト48時 間 トデ逆 ニナツテ居 ル｡此

i激的關係 ハ褒 赤、浮腫、硬結 ガ各軍掲 ニ現 ハ レ
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ル様 ナ重症 ナ例 ラ除 イテ見 ル ト(第一表B)、 特

ニ明 カデアル
｡但 シ硬結 ノミデ畿赤 モ浮腫 モ件

ノ・ヌ様 ナ場合 ハ唯1例 二遭遇 シタノ ミデアル、

72時 間以上 ハ計測記載 シナカ ツタガ、浮腫 ガ先

ヅ消謳 シ、次 デ登赤 ガ去 リ、硬 結 ガ最後迄残 ル

ノラ通則 トスル｡特 ニ出血、壌死、痂皮等 テ生

ジタ場合 ニハ硬結 ハ容易 二去 ラナイ｡数 ケ月ニ

亙 ツテ残 ツテ居ル コ トガアル｡

一 般 ニ「ツベ ルク リン」反慮 ノ判 定記載 ニ當 ツテ

從來 ハ陽性(十)、 陰性(一)ト ニ分 ケテ居 タ｡時

トシテ擬陽性 ナルモ ノガ加 レラレ(±)叉 ハ(?)

テ以 テ現 ノ・サ レテ居 ル｡近 年小林義雄氏 ハ登赤

第 二 圖

ト硬結 トテ別 々 二計測 シテ数字 デ記載 シ、獲 赤
15

テ下 二・硬結 テ上 ・一・一・一一シテ・例 ヘバ(25)ト 云 フ様 ニ

記 シテ居 ル｡實 際 問題 トシテ、此方 法 ガ廣 ク行

キ亙 レバ、此上 ナ イコ トデ アル｡又 之 レ以上 ノ要

素 テ組 入 レル ノハ徒 ラニ煩雑 ニ流 レテ實用 二適

シナイ｡故 二本報 告ニ於 テハ俘腫 テ度外視 シテ

叢赤 ト硬 結 トノ ミラ測 ル記載法 テ探用 シタ｡

撒 字 デ現 ハ ス代 リー(十)ノ 撒 テ以 テスルノハ、

敷字 テ記 スヨ リモ簡 便 デアリ、又讃 ミ易 ク、纏

メル ノニ容 易 デアル｡其 爲 メニ次 ギノ様 ナコ ト

ヲ試 ミタ｡

計測 シタ縦横径 ノ数字 テ直角坐標 軸 ニ鮎 トシテ

記 入 シタ｡之 二依 テ観 ル ト得 ラレタ鮎 ハ坐

標二分一分角線 一 沿 ウテ 集 リ之 レカ ラ15

度 以 上離 レルコ トハ殆 ン ドナ イ｡其 大部分

ハ10度 以内 ニ集 ツテ居 ル｡二 分一分 角線 上

ニ52,10L),152,202等 ト5粍 置 キ ノ貼 テ取 リ、

此鮎 ヵ ラニ分一分角線 ニ 垂直 ナ 線 テ 引 ク

ト、此線 ハ上記 ノ角度 内 二於 テハxy=Kナ

ル曲線 二大盟一 致 スル｡零 鮎 テ去 ルニ從 テ

其誤差 ガ大 ニナルガ、實際 上我 々ガ取 リ扱

フ252mmノ 鮎 以 内デハ其誤 差ガ問題 ニナ

ラナ イ(第 二圖参照)｡即 此拉行 シテ居 ル線

ニ ヨツテ分 ケ ラレタ 範園 内 ノ鮎 ノ撒 テ算

へ
、0-52mm間 テ(一)、5L'-10:'mmテ

(+)、102-一 一一15L'mmテ(升)、11L'-20L'mm

ラ(帯)云 々 トシテ集 メテ ミル ト第 二及第 三

表 ガ得 ラレル｡本 報 告 一ハ48時 間 ノ成 績

第 二 表A

鷹 程度 山■ 刊 司 冊
四 時 於1一 重 獲 赤(4壬181昭146日216

　
(}r)1105十 間 ケ ニ 重 號 赤1「1・14

八 ニ ルレ2591119硬 結r38あ284

州+5
125182

47110

1612

+61+71+8i+gl+・ ・

10100

昭計
31ド1≒

llllll4
0690

第 二 表B(%)

鵬 程劇+山 州 州 州+5 1+6+71+8
四時於
+間 ケニ重霞赤

ト藪 赤「11…llil…lill…llll…ll10●514,715.512.9

八 ニ ルレ硬

4・・1・.6]0.41

緒42.Ol38.0117.5i2.310.310.11

1+9
1.0

十10

2.3
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丈 ケ テ表示 シテアル｡

第 二表 ニ示 ス通 リ48時 間 ノ叢 赤 ノ獣 態 テ見 ル

ニ登赤 テ示 スモ ノハ 全数 ノ約96%二 及 ビ殆 ン

ド大部 分 ラ占 メテ居ル｡其 内一重 糞赤 トニ重 襲

赤 トニ分 ケル トー一重登赤 トニ重登 赤 トノ比ハ

3:1デ アル｡又 其各 くノ内一重 デモ ニ 重 デモ

最 モ多撒 テ占 メテ居 ル ノノ・15;'mm-20;'mm自 ロ

研)ノ モ ノデアル｡之 ハ特 二二重 ノモ ノニ於 テ

著 明 デ アル｡

即、第 二表(B)ニ 於 テ・・、 一重登赤、 二重 登赤

(内部)及 硬結、其各 ノ総激 ニ封 スル百分比 テ掲

ゲ タノデ アルガ、之 デ見 ル通 リ10;'mm-一 一20:'mm

(井一 壬十Dノ 間 ニ於 テハ、 一重 ノ方 デハ 凡牛撒、

即46.6%ラ 示 ス ノニ、二重 ノ方 デハ約1;9%、

印過 牛数 ニ及 ンデ居 ル｡

次 ギニ最 高 ノ数 字 テ示 ス部分 ヲ尋 子ル ト、 一重

ニ在 テハ(帯)デ ァツテ、 之 レ以上ハ漸次 ニ減 少

シテ行 ク｡然 ルニ、二重 ノ方 デノ・(珊)テ 境 トシ

テ急劇 一減 少 シ、 直 チニ4%以 下 トナツテ居

ル｡爾48時 間 以後 ノ観察 デハ ニ 重 ノモ ノ・外

部登赤 ハ通常比較 的速 カニ浩失 シ、 内部 螢赤 ノ

ミガ永 ク残 リ、一重 ノ方 デハ、 硬結 ノ存在 スル

場合 ニハ硬結 ヲ園続 スル範 園 内 ノ登赤 ガ永 ク残

リ、其他 ハ速 カニ消槌 スル｡即 一重 トニ重 トハ

本來別種 ナ反慮形式 デ・・ナ ク、 二重登赤 ラ生 ズ

ベ キモ ノガ
、硬 結等 ノ比較的弱 イ爲 メニー重 二

見エルモ ノニ過 ギナイ｡此 事柄 ハ尚硬結 ノ部 二

依 テ明 カニナルデ アラウ｡即 一重 トニ重 内部 ト

ノ百分比 ノ籔字的配列 ノ歌態 ガ異 ル ノハ、一重

ノ大 ナルモ ノデハ、 二重登赤 ノ外部登赤 二相當

スル部分 テ計測 スルカ ラニ外 ナ ラナ ィ｡

次 ギニ 硬結 ノ欄 ラ見 ルニ、 一重螢 赤 ノモ ノニ

ハ、硬結 ラ鰯 レ難 イモ ノガ相當多 イ爲 メ、其撒

ガ登赤 ニ比 シテ梢 支少 ク、 登赤総数 ノ約63%

シ ヵナ ィ｡又 其 大 サモー般 ニ登赤部 ヨ リモ著 シ

ク小 サ イ｡帥(+)ガ 最 モ多 ク、42%ヲ 示 シ、

第 三 表A
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第三表B(%)(一 重獲赤) 第 三 表C(%,・(二 重 號 赤)

4S時

＼ ＼I

Re＼

十 17.0

十十

晋

柵

十5

十6

+7

十8

十9

十10

24.0

32.0

16.0

7.0

1.5

1.6

0.9

0.

0.3

41.0

(脊十ノミノモノー 重 総 数)

十 十十 柵

_L」
5.01.31
一1一

器{』薦
蕊 5.61.1
　 ロニう・5.612.6

癖 曉
蕊
蕊
万
蕊

冊 十5

一1一

Φ
石
0

0.2

49.2認諜
昭1

韮 聾
茄一 昭一

+6

蕊

0.2

R.=登 赤L=硬 結

(十)ト(十)ト ラ 合算 ス レバ80%ト ナ ル｡硬 結

ノ大 サ ノ分布 ハニ重登赤 内部 二似 テ、.(柵)テ 境

トシテ急劇 ニ2%二 減 少 スル｡故 ニ其 ノ限界部

ガ(十)丈 ケ小 サ イ｡

更 ニ第三表 二就 テ、登 赤 ト硬 結 トノ關係 テ見ル

ト、一重登赤 デノ・、硬 結 ノ燭 レ難 イ場 合ガ約41

%ア ル ノニ、二重登赤 デハ僅 カニ11・7%デ アル｡

即 二重磯 赤 ノ大多撒 ニ於 テ硬 結 ラ燭 レ得ル ノデ

ア ルo

襲赤 ノー重、二 重 ニ於 ケル、硬結 ノ大 サラ較 べ

テ見 ル ト、一重 デハ其約孚撒 ガ(十)ePSL'-lo」

mmデ アル ノニ、二重 ノ方 デ・・(十)即102-159

mmガ 牛 数近 クニ及 ンデ居ル｡即 大禮 二於 テ、

二重 ノ場合 ノ硬結 バー重 ヨ リモ大 デ アル｡

硬 結 ガ登赤 ヨリ大 キ イ場合 ハ稀 デアツテ、其 間

二J'2mm以 内 ノ差 アルモ ノガ、 一重 デハ1・5%、

二 重 デノ・2.3%二 過 ギナ イ｡52mmラ 越 エルモ

ノハ ニ重 ノ場合 ニ り.5%ア ル ノ ミデァル｡102

mm以 上 ノ差 アルモ ノハナ イ｡5ゴmm以 内 ノ差

デノ・測定 ノ仕方 ニ依 テ同 ジトナル モノモアル デ

アラウ｡

故 ニー般 ニ螢赤 ハ硬結 ヨリモ大 デアル｡一 重 ノ

モノデ・・其85%以 上 二於 テ、5:'mm以 上 護赤

ガ大 デ ア リ、10:'mm(十)以 上 ノ ミニ限局 スル ト

一 一
4S時

一 十
,

督 柵
1

柵1+5

訳1 」一
_ 野一 一

〇.9

一
〇.5

一 一
十 10・313・7

什 27・6{12・8 12.8 0.5

惜 訂 ・615・512日 15.6 0.91

柵 ・7・212・8 7.3 6.03.1

十5 3.4io.4 0.9 1,4昭o.5 0.5
+6 7・ol 0.5 ・.51

十7 日 0.5

十8 3.41
十9 1 1

十10 1 一 昭■■■■■■■■D一 一

1.0Il

1-

(11.7惣赤ノミノモノニ重総数)坤 姻 劫
1

R.二 獲 赤1.=硬 結

65%ト ナ リ、更 二(辮)以 上 トスル ト44%ト ナ

ル｡即 次 ギニ述 ベルニ重 ノ場合 ニ比 シテ、登赤

ト硬結 トノ差 ガ著 シク大 キ イ｡

二 重登赤 ノ方 デ・・52mm(十)以 上 ノ差 アル モノ

ガ62%近 ク アルガ、10L'mm(什)以 上 ノ差 トナ

ル ト急 二2.0%二 減 少 シt(惜)以 上ハ僅 カー5

%附 近 デアツテ、之 レテ ー重 ノ44%二 比 ベル

ト其 ノ差異 ガ著 シイ｡

以 上観來 ツタ庭 テ綜 合 スル ト、 二重登赤 ノ内部

叢赤 ト硬結 トノ大 サニハ大膿 ニ於 テ或 ル限局 ガ

ア リ、其雨者 ノ大 サニハ密接 ナ交渉 ガ アル コ ト

ガ推知 サ レル｡

以謄 撞 遷 集 ト云フ形式デ表ハシテ
ミル ト・午 及 ビ平 ノ如 ク動 鷹 ノ場 合 ニへ

此符號 ノ ミデハ襲赤 ガー重 デアルカ、 二重 デア

撫;二翫 隊菩嚢∵ 孟友
冊 ノ如 ク上下 ノ差 ノ大 ナル場合 ニハー重登赤 ト

見倣 シテ大過 ナカラウ ト思 フ｡

何 レニシテモ、上下何 レカ、或 ハ共 二(十)以 上

テアル トキハ明 カニ陽性 デ アツテ
、困難 テ感 ジ

ル揚合 ノ・(十)或 ハ Φ デ アル
.

結 核 患者 ニ於 テ、斯様 ナ不 定ナ反 癒 テ示 ス場合

ハ所謂Hypergieナ ル モ ノデ
、 殆 ン ド例外 ナ
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ク重症 デ アリ、 或 ハ甚 シク榮養不良 デアツテ、

理學 的診断 ノミデモ通 常疑 ヒナ ク決定 シ得 ラレ

ル｡故 ニ判定 ニ迷 フ様 ナ場合 ハ極少 イ｡

結 核患者 ガnegativeAnergie二 近 ヅィテ行 ク

場 合 ノ反慮 ノ攣化 ト、健康者 ガpositiveAner-

gie二 至 ル 場合 ノ夫 レ トテ 同一視 スルコ トハ

出來 ナカラウ｡然 シ後 者 ノ研究 ハ從來見當 ラナ

イシ、 今後 ハ行 バ レルデ アラウガ、随 分歳 月 テ

要 スルコ トデアル｡即 健康者 ガpositiveAner-

gie二 至 ル 揚 合 ノ反 慮 ノ推 移 ノ知見 二我 々ハ

驚 弔二影;犠論 燈!羅
テ少 クシテ繰返 シテ ミル必要 ガ アル｡少 クモ繰

返 サナ イ限 リ断定 スル コ トガ困難 デ アル｡

又 結核症患者 二於 テ 吾 々 ガ 今同試 ミタ 成績 デ

ノ・、全然無反慮 ナル コ ト恰 モabsoluteAnergie

ナル ガ如 キ 場合 ハ容 易 ニ起 ラナ イコ トテ知 ツ

タ｡之 レニ就 テノ・次同以後 ノ報 告 ニ記 スデアラ

ウ｡

實 際問題 トシテ、 「ツベ ルク リン」皮 内反慮 ノ記

載法二以上 ノ様ナ 難 ラ(+)ノ 形式デ表ハシ

タナラバ、其反磨 ノ程度 テ推知 シ、前後 テ比較

スル ノニ甚 ダ便利 デアリ、且誤 リモ少 ク、記 入 ニ

モ鹸 リ煩 ハサ レル トコロナ クシテ濟 ム ト思 フ｡

若 シ検査時 二方眼紙上 ニ第二 圖 ノ曲線 テ取 リ去

ツタ、簡軍 ナ 直線 ダケヲ 記 シテ 所持 シタナ ラ

バ、甚 グ簡 易 デアル(第 三圖)｡

IV結 語

從來 ハ 「ツベル クリン」反慮 ノ、、 陰陽 ラ 決 メ レ

第 三 圖
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バ、夫 レデ ヨヵ ツタ｡而 シテ初 メニ述 べタ様 ニ

陰 陽判定 ノ限界 ガ2乃 至10粍 間 テ移動 シ、今 モ

術一定 シテ居 ナ イ｡且 從 來 ノ方法 デハ(小 林義

雄 氏 ノ記載法 ハ別 トシテ)、反慮 ノ程 度 ヲ知 ルコ

トガ縄封 二出來 ナ イ｡検 者其人 一ハ判 明 シテ居

テモ、文 トシテ之 レテ讃 ム人 ニハ ワカ ラナイ｡

即揚所 ト人 トラ異 ニス レバ其成績 ラ比較 スルコ

トニ甚 グ曖昧 ナ結果 ヲ來 シテ居 ル｡我 々ハ 「ツ

ベ ル クリン」反磨 ガ今後 ドノ程度 二利用 サル ・

二至ル ヵヲ知 ラナ イガ、少 ク トモ記載法 二連絡

ノアル コ トノ・必要 デアラウ ト思 フ｡敢 テ先進 ノ

教 ヘ ヲ乞ハ ム トスル所以 デアル｡




